
 

 

 

今年も 6 月に 5 歳児が田植えを体験しました。 

去年の 5 歳児がしているのを見ていたので、今年はいよいよ自分たちができるとワクワクしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは苗の植え方を教わりました。 

水がはってあるので泥は見えないのですが 

手の感触を頼りに、泥の中に苗がしっかりと 

自立するように差し込まないと根がはらない 

そうです。 

農薬を一切使っていないので 

はだしで田んぼに入る事ができます。 

泥の感触を足裏に感じながら 

苗を植えていきました。 

おそるおそる田んぼに入り 

まずは泥の中を歩かせてもらいました。 

 

「なんか むにゅむにゅしてる！」 

「お水 つめたいね。」 

「きもちいい！」 

など、さまざまなつぶやきが聞かれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植えが終わった後には、 

田んぼの中で、よーいドン！！の 

追いかけっこをさせてもらいました。 

みんな泥をはね上げて全身泥んこになって 

楽しんでいました。 

 

田植えが済んだ田んぼには、おたまじゃくしやカエル、カブトエビなどがやってきます。 

シラサギがやって来て、田んぼの中をくちばしでつつき、エサを探す様子を見る事もできます。 

 

カブトエビを飼育ケースに入れて観察をした時には、足がたくさんあり、さわさわと動かす様子を

見て 

「あしが いっぱいあるなあ・・・。」 

「こんなん みたことないわ。」 

と驚きの表情で見入っていました。 

 

ぐんぐんと育った稲を、稲刈りするのも楽しみにしています。 

 


